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表紙の写真

　田辺市議会では毎年、議会運営委員会主催
の議員研修会を開催しています。今年度は、
議員自らが議員・議会の役割や議員定数につ
いて見識を深めるとともに、議員定数につい
ての活発な議論を展開するため、自治体議会
研究所の高沖秀宣氏をお招きし、「議員・議
会の役割と議員定数」について御講演いただ
きました。

発行 /田辺市議会　　編集 /広報委員会　

田辺市議会だより
令和７年

（２０２５年）

２ 月号

第５回 （12 月） 定例会

令和６年度田辺市一般会計補正予算などを可決
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●
議
案
第
26
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

７
億
９
２
４
９
万
１
０
０
０
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
事
業

４
億
１
３
０
０
万
円

　

物
価
高
騰
に
よ
る
低
所
得
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
て
支
援
金
を
給
付
す
る
。

・
紀
州
田
辺
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
費
補
助

金

１
０
４
万
５
０
０
０
円

　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
い

て
、
国
内
外
の
来
場
者
に
田
辺
市
の
産
品

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
田
辺
市
地
域
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
各
種
取
組
を

推
進
す
る
。

・
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業

90
万
５
０
０
０
円

　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
い

て
、
２
つ
の
世
界
遺
産
に
係
る
情
報
発
信

等
を
行
い
、
本
市
へ
の
誘
客
促
進
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
梅
・
梅
酒
の
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
、
各
種
準
備
に
着
手
す

る
。

・
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
対
応
補

助
金

26
万
４
０
０
０
円

　

学
校
給
食
費
無
償
化
に
よ
る
不
公
平
感

を
解
消
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
弁
当
を
持
参
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
補
助

を
行
う
。

　

第
５
回
（
12
月
）
定
例
会
は
、
11
月
27

日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期

で
開
催
し
、「
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市

長
提
出
議
案
34
件
を
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決（
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
異
議
な
し
）

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
専
決
処
分
事
項
２
件
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
４
回
（
９
月
）
定
例
会
で
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
５
年
度
一
般

会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

議
案
等
15
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
認
定
及

び
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
12
月
９
日
か
ら
11
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
10
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
第
13
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

11
億
８
６
４
１
万
５
０
０
０
円

補
正
予
算

主
な
議
案
の
内
容

第
５
回
（
12
月
）
定
例
会

2

　

空
家
対
策
に
つ
い
て

　
　

不
良
空
家
の
件
数
と
取
組
状
況
は
。

　
　

平
成
30
年
度
の
空
き
家
所
有
者
実
態

調
査
に
よ
り
、
１
７
６
０
件
の
空
き
家
を

確
認
し
て
い
る
。不
良
空
家
に
つ
い
て
は
、

同
年
度
末
で
88
件
、
令
和
６
年
９
月
末
現

在
で
61
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
は
危
険
な
空
き
家
に
係
る
対
策
を
進

め
て
い
た
が
、
令
和
６
年
８
月
か
ら
は
、

空
き
家
と
な
っ
た
中
古
住
宅
の
流
通
促
進

事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在
業
者
に
３

件
依
頼
し
、
う
ち
１
件
に
つ
い
て
進
め
て

い
る
。

　

最
終
処
分
場
廃
止
に
向
け
た
調
査
に
つ

　

い
て

　
　

調
査
結
果
は
。

　
　

最
終
処
分
場
の
最
終
覆
土
に
つ
い

て
、
当
初
県
に
提
出
し
た
埋
立
計
画
と
相

違
が
な
い
か
の
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
令
和
６
年
度
に

測
量
、
令
和
７
年
度
に
最
終
覆
土
を
計
画

し
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
層
を
通
っ
た
浸

出
水
の
水
質
や
水
処
理
の
現
状
に
つ
い
て

も
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
浸
出
水
の
濃

度
が
高
い
状
態
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
浸

出
水
処
理
施
設
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委市委市

令
和
５
年
度

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※　

  

…
委
員
か
ら
の
質
疑
、　  

…
市
当
局
の

　
　

答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

　　

事
前
復
興
計
画
合
意
形
成
等
支
援
業
務

　

委
託
料
に
つ
い
て

　
　

業
務
内
容
は
。

　
　

市
民
と
の
合
意
形
成
に
向
け
た
取
組

を
行
う
た
め
、
説
明
会
の
開
催
、
応
急
仮

設
住
宅
用
地
の
選
定
、
災
害
廃
棄
物
等
の

検
討
、
公
用
地
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
状
況
の
確
認
、跡
地
利
用
の
検
討
、

学
習
会
や
会
議
に
お
け
る
支
援
等
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

総
務
企
画
委
員
会

委

市

委市
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件　　名 議決結果

４定議案第 21 号 令和５年度田辺市一般会計歳入歳出決算について
認定

（全会一致）

４定議案第 22 号 令和５年度田辺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について

認定

（賛成多数）
４定議案第 23 号 令和５年度田辺市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

４定議案第 24 号 令和５年度田辺市介護保険特別会計歳入歳出決算について

４定議案

第 25 号～ 33 号

（９件）

令和５年度各種会計歳入歳出決算

田辺市分譲宅地造成事業特別会計・田辺市農業集落排水事業特別会計・田辺市林

業集落排水事業特別会計・田辺市漁業集落排水事業特別会計・田辺市戸別排水処

理事業特別会計・田辺市診療所事業特別会計・田辺市駐車場事業特別会計・田辺

市木材加工事業特別会計・田辺市四村川財産区特別会計

認定

（全会一致）

４定議案第 34 号 令和５年度田辺市水道事業会計利益の処分及び決算について
可決及び認定

（全会一致）４定議案第 35 号
令和５年度田辺市特定環境保全公共下水道事業会計利益の処分及び決算
について

５定議案第１号 田辺市民総合センター条例の一部改正について

原案可決

（全会一致）

５定議案第２号 田辺市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について

５定議案第３号
田辺市集落排水処理施設条例及び田辺市特定環境保全公共下水道条例の
一部改正について

５定議案第４号
工事請負変更契約の締結について

瀬谷川改良工事

５定議案第５号
物品購入契約の締結について

遠隔合同授業環境整備機器一式購入契約

５定議案第６号 権利の放棄について

５定議案

第７号～ 10 号

（４件）

指定管理者の指定について

田辺市龍神丹生ヤマセミの郷・田辺市大塔百間山渓谷キャンプ村

・田辺市近露観光交流館・紀南文化会館

５定議案第 11 号
田辺市及び白浜町におけるはしご付消防自動車に関する連携協約の締結
について

５定議案第 12 号
和歌山地方税回収機構の共同処理する事務の変更及び機構規約の変更に
ついて

５定議案第 13 号 令和６年度田辺市一般会計補正予算（第６号）

５定議案第 14 号 令和６年度田辺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

５定議案第 15 号 令和６年度田辺市介護保険特別会計補正予算（第２号）

５定議案第 16 号 令和６年度田辺市木材加工事業特別会計補正予算（第２号）

５定議案第 17 号 令和６年度田辺市水道事業会計補正予算（第２号）

５定議案

第 18 号～ 23 号

（６件）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

松平恭子氏（再）・前田惠子氏（再）・久保正博氏（再）・廣岡香氏（再）

・石谷昌英氏（新）・山䕃沢也氏（新）

異議なし

（全会一致）

５定議案第 24 号 田辺市職員の給与に関する条例等の一部改正について

原案可決

（全会一致）

５定議案第 25 号
田辺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につ
いて

５定議案第 26 号 令和６年度田辺市一般会計補正予算（第７号）

５定議案第 27 号 令和６年度田辺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

  第５回（12 月）定例会議決結果

3
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前
田
　
か
よ

×

久
保
　
浩
二

×

松
上
　
京
子

○

浅
山
　
誠
一

○

加
藤
　
喜
則

○

佐
井
　
昭
子

○

谷
　
　
貞
見

○

安
達
　
幸
治

○

橘
　
　
智
史

○

柳
瀬
　
理
孝

○

福
榮
　
浩
義

○

北
田
　
健
治

○

尾
花
　
　
功

宮
井
　
　
章

○

尾
﨑
　
博
文

○

市
橋
　
宗
行

○

安
達
　
克
典

○

議
案
の
可
否

認
定

紀新会 清新会 公明党 大志会 日本
共産党

くまの
クラブ

賛否が分かれた議案

【〇…賛成　×…反対】　※議長（尾花功）は議決に加わらないため斜線としています。

４定議案第 22 号～ 24 号
※議案名は議決結果参照

議員定数に関する協議について

　本市議会は、 議員定数を平成 17 年の市町村合併時の 30 人から、 平成 21 年には 26 人に、 平成

25 年には 22 人に、 令和３年には 20 人に削減し、 議会運営を行ってきました。 今期においては、 定

数 20 人に対して現員数 17 人と、 欠員３人の状態が約２年続いています。

　そこで、 令和６年９月 27 日、 議長から議会運営委員会に、 これまでの議会運営を総括する意味で、

議員定数について調査研究を進めるよう諮問がありました。 その後、 10 月２日、 11 月５日及び 21

日に開催した議会運営委員会では、 類似団体等の比較資料や外部講師による議員研修会の内容も

踏まえ、 委員間による自由討議により意見の集約が図られましたが、 一定の結論を得るまでには至

りませんでした。 議会運営委員会は、 11 月 21 日にその結果を議長へ答申し、 委員会での調査 ・ 検

討は終了しました。

「田辺市議会の議員定数について（答申）」の抜粋
当委員会においては、できる限り全会一致による意見の取りまとめを図るため、委員間で

の自由討議を実施し、合意形成を目指すものの、「議会には多様な視点が必要で、議員定数

20 人を削減すべきではない」、「旧町村部では、議員定数を削減すると、さらに住民の声が

行政に届きづらくなる」、「議会力が低下するとともに、議員のなり手不足にもつながる」

など議員定数 20 人を維持すべきとの意見が出された一方で、「実数 17 人で欠員が３人あ

る中、17 人で補完することで、議会機能の低下にはつながらなかった」、「議員定数 20 人

のままだと、市民からすれば議員を増やすという感覚になる」など議員定数を削減すべき

との意見が出され、その他にも「客観的な根拠もなく、市民を巻き込んだ十分な議論がで

きていない。次の選挙までにはあまりにも時間がなく、改選後にしっかり議論すべきであ

る」といった意見など、最終的には一定の結論を得るまでには至らなかった。

件　　名 議決結果

５定議案第 28 号 令和６年度田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

原案可決

（全会一致）

５定議案第 29 号 令和６年度田辺市介護保険特別会計補正予算（第３号）

５定議案第 30 号 令和６年度田辺市診療所事業特別会計補正予算（第２号）

５定議案第 31 号 令和６年度田辺市木材加工事業特別会計補正予算（第３号）

５定議案第 32 号 令和６年度田辺市四村川財産区特別会計補正予算（第２号）

５定議案第 33 号 令和６年度田辺市水道事業会計補正予算（第３号）

５定議案第 34 号 令和６年度田辺市下水道事業会計補正予算（第２号）

  第５回（12 月）定例会議決結果

※議案番号の前の「４定」は９月定例会、「５定」は 12 月定例会を表しています。

※議案第○号は市長提出議案です。



－　－5

現
行
の
保
険
証
の
存
続
に
つ
い
て

　本市のマイナ保険証の普及率と利用
率はどのようになっているか。
　国民健康保険被保険者の登録者率は
64.4％、後期高齢者医療保険は 56.7％で、
利用率は 11.9％と 7.2％となっている。
　高齢者などデジタル弱者は暗証番号
を覚えることが難しく、介護入所施設は
マイナ保険証の管理に苦慮している。
　マイナ保険証での受診が困難な場合
は代理人からの申請でも資格確認書を
発行することができる。
　今後も現行の健康保険証を継続し、マ
イナ保険証との併用にするべきだ。
　マイナ保険証を利用しない方には有
効期限が切れる前に資格確認書を発行
することになっている。

議

市

議

議

市

市

久保浩二議員

持
続
可
能
な
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
の
た
め
の

支
援
策
に
つ
い
て

　県は、こども食堂の開設時の助成を

行っているが、継続運営していただく

ための支援策について、本市の考えは。

　こども食堂は、自主的・自発的な取

組だが、衛生面の配慮、運営資金・人材・

場所の確保が必要で、厳しい状況の中

で運営していただいている。本市とし

て、食材提供等の情報があった際の調

整役を担っているほか、令和５年度に

物価高騰対策として、開催回数に応じ

て支援金を支給。今後も、地域や社会

全体で課題を解決する意識を持ち、県

や関係団体との連携や協力を図り、支

援の充実に努めてまいりたい。

議

市

加藤喜則議員

児
童
館
事
業
に
つ
い
て

　18 歳未満の全ての子どもの居場所と
して児童館が注目されている。本市で
の利用状況はどうか。また、居場所づ
くりや相談機能充実のためどのような
取組をしているか。
　近年は特に乳幼児と保護者の利用が
増えている。子どもの意見を反映させ
た講座や体験学習等を実施するなど、

「行きたい」「居たい」と思える環境づ
くりに努めている。各種相談について
は資格を有する職員が迅速丁寧に対応
し、関係機関とも連携している。今後
もより多くの方々が集える事業内容や
ＳＮＳ等効果的な情報発信を研究した
い。

議

市

松上京子議員

自
衛
隊
へ
の
未
成
年
者
の
個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て

　未成年者の個人情報が載った名簿を
自衛隊に提供する法的根拠は何か。
　自衛隊法第 97 条第１項で自治体は
自衛官の「募集に関する事務の一部を
行う」とされ、同法施行令第 120 条の
防衛大臣は「必要な報告又は資料の提
出を求めることができる」との規定が
根拠条文であると解釈している。
　市が受託する「一部の事務」とは、
同法施行令第 120 条前段に記載の募集
期間の告示や広告宣伝を指す。「名簿の
提出」など明確な規定がないにもかか
わらず、個人情報を提供するのは憲法
第 13 条が保障するプライバシー権の
侵害であると考えており、直ちに提供
の中止を求める。

議

議

市

前田かよ議員

一 般 質 問 ※     は議員からの質問・意見、　   は市当局の答弁を表しています。
※編集の方針上、「～だ」「～である」といった文体に統一しています。

市議
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一 般 質 問

農
業
者
収
入
保
険
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　近年、本市特産品である梅・みかんが

天候不順等により不作となる年が多く

なっている。とりわけ令和６年は梅の不

作と雹被害が重なった上、みかんも不作

となっている。先進的な自治体では農業

所得の安定と生産力の安定のため、農業

者収入保険の補助制度を実施している

ところもあるが、本市においても本制度

を創設すべきではないか。

　梅・みかんを中心とした農業は本市に

とって裾野の広い基幹産業であり、収入

保険についても加入を促進している。補

助制度については、先進自治体の取組を

参考にしつつ、検討を進めたい。

議

市

柳瀬理孝議員

中
山
間
地
域
へ
の
訪
問
介
護
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　令和６年４月の介護保険制度の改正に

より訪問介護の報酬が引き下げられ、ホ

ームヘルパーの給与や待遇が向上せず深

刻な人手不足が続いている。特に中山間

地域への訪問は効率が悪く、訪問介護サ

ービスを受けること自体が困難、もしく

は必要とする回数が受けられない状態に

陥る懸念があり、今後の対応を問う。

　高齢者が住み慣れた自宅での生活を継

続できるよう、訪問介護に加え、居宅介

護支援、通所介護サービス等も含めて他

市の事例等も参考に、実効性があり効率

的な方策について検討を重ねてまいりた

い。

議

市

谷　貞見議員

梅
産
業
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

　令和６年産の梅が、暖冬の影響で記録
的な不作となった。気候変動を見据えた
対応策について問う。
　短期的には、県やＪＡを中心に栽培管
理をマニュアル化し、営農指導に当たっ
ている。中期的には、老木樹の改植や受
粉樹の植栽、ミツバチの活動を促すため
の防風対策等、計画的な実施を勧めてい
る。長期的には、紀州うめ研究協議会に
おいて、温暖化に強い優良苗木を育成し、
令和 20 年に普及させる取組に今年度か
ら着手した。多くの農家が対応策を実行
できるように、また、気候に左右されな
い苗木をできるだけ早期に提供できる
ように取り組む。

議

市

北田健治議員

幻
の
熊
野
古
道
奥
辺
路
に
つ
い
て

　近年、地元の団体を中心に古道の整
備が進められている現状と、今後の全
体的な構想について答弁を求める。
　奥辺路は、高野山～護摩壇山～龍神
温泉～丹生ノ川を経て熊野本宮大社へ
と続く古道として、今も姿を色濃く残
している。龍の里づくり委員会と市が
連携し整備に取り組み「新元号記念ウ
ォーキングツアー」を契機に、ルート
上にある史跡等の木製説明看板９基、
道標 49 基の設置、全体のルートマッ
プを作成している。今後さらなる古道
の整備と魅力発信に努めるとともに新
たな展開を検討し、関係自治体や各種
団体と連携しながら、龍の里づくり委
員会を通じて取り組んでいく。

議

市

安達克典議員
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鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　農作物鳥獣害防止対策事業、いわゆる
防護柵補助事業での資材高騰対策は。
　令和４年度からイノシシ・シカ用の
補助基準額を１ｍ当たり 800 円から 900
円に増額しているが、今後も農家負担の
軽減を図るために見直しを検討する必
要があると考えている。
　イノシシ・シカの個体数減少のため、
狩猟からジビエ販売までの食肉供給体
制強化に向けた協力体制づくりは。
　猟友会との連携の下、ＩＣＴ機器での
捕獲などによりジビエ利用促進につな
げている。また、国や県のジビエ認証制
度も有効であり、今後、関係者との連携
をより密にしながら食肉供給体制を強
化してまいりたい。

議

議

市

市

市橋宗行議員

職
場
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
に
つ
い
て

　令和４～５年度の２年間で 40 歳以下
の若手職員 23 人が離職しており、職場
環境のさらなる改善が必要だ。現在の窓
口対応時間は始業から終業時間までで残
業が前提となっている。全国的には労働
時間削減や他の業務時間確保等に向けて
窓口対応時間を短縮する自治体が増加し
ているが、市で導入する考えは。

（このほか、細かな改善の積み重ねが重
要であるとの観点から、様々な改善策を
提言）
　窓口業務時間の短縮は職場環境の改善
につながるが、市民の皆様からの理解を
いただくことが重要であり、他団体の動
向等を研究してまいりたい。

議

市

浅山誠一議員

一 般 質 問

各委員会では、市政の発展・住民福祉の増進のため、他の自治体等の先進的な取組について行政視察を行いました。

①総務企画委員会（７月 16日～ 18日）

◇岩手県陸前高田市：沿岸被災地の復興状況について

◇東日本大震災津波伝承館（岩手県）

②産業建設委員会（11月６日・７日）

◇京都府京丹波町：京丹波町フードバレーについて

◇京都府福知山市：上下水道事業に係る包括的業務委託について

③文教厚生委員会（７月 17日～ 19日）

◇茨城県土浦市：土浦市民会館の大規模改修について

◇福島県須賀川市：須賀川市民交流センター「tette」について

◇福島県郡山市：ペップキッズこおりやまについて

④庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会（11月 11日・12日）

◇岩手県大船渡市：市街地における復興まちづくりについて

◇㈱オガール（岩手県）：オガールプロジェクトについて

①
②

③

④

視 察 研 修 報 告
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　令和７年第１回（３月）定例会の会期日程（予定）

第１回（３月）定例会の会期日程（案）をお知らせします。

日程は諸事情により変更される場合がありますので、恐れ入りますが、傍聴をご希望の場合は、議会事

務局まで日時をお問い合わせください。

※ 本会議の開会予定時刻は、３月 25 日が午後１時、 それ以外は午前 10 時です。

月 日 会議の内容

２

26 本会議１日目（現年度補正予算等関係議案及び新年度予算等関係議案の提案説明）

27
本会議２日目（新年度予算等関係議案の提案説明の続き、現年度補正予算等関係

議案に対する質疑及び委員会付託）

３

3・4 常任委員会（現年度補正予算等関係議案の審査）

10 本会議３日目（現年度補正予算等関係議案の委員長報告、議案審議、一般質問）

11 本会議４日目（一般質問）

12 本会議５日目（一般質問、新年度予算等関係議案に対する質疑及び委員会付託）

13・14・17・18 常任委員会（新年度予算等関係議案の審査）

25 本会議６日目（新年度予算等関係議案の委員長報告、議案審議）

次回の「市議会だより」

５月号
（第１回（３月）定例会の報告）

議会日程の詳細や市議会だよりの内容等
について、ご意見・ご質問等がありました
ら、田辺市議会事務局までご連絡ください。

 【連絡先】　田辺市議会事務局
〒 646-8545　田辺市東山一丁目５－１
TEL  0739-26-9940（直通）　　　
FAX  0739-25-5579　　　　　　　　
E-mail：gikai@city.tanabe.lg.jp
田辺市議会ホームページ
https://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

こちらからもホームページ
にアクセスできます◀
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。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
松
上
）

議 会 活 動 日 誌

【 5 日】  議会運営委員会

【21 日】  議会運営委員会

【27 日】  定例会（１日目）、総務企画委員会、産業

建設委員会、文教厚生委員会

【 9 日】  定例会（２日目）

【10 日】  定例会（３日目）、議会運営委員会

【11 日】  定例会（４日目）、文教厚生委員会

【12 日】  総務企画委員会、産業建設委員会

【16 日】  文教厚生委員会

【19 日】  定例会（５日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、

広報委員会、庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会

【14 日】  広報委員会

11

月

12

月

１

月

令和６年

令和７年


